
                                  

会員サイト公開用 役員活動報告書 

名 前 友清直樹 
 

担当業務 
 

DX及びAI推進検討部会 

組織強化対策推進部会 

訪問リハビリテーション振興委員会 

 

内  容 

日 付 他団体 会議名 場所 

1 月 6 日  賛助会員懇談会 都内 

1 月 6 日  理事会・理事懇談会 六本木 

1 月 17 日  デジタル庁 表敬訪問 千代田区 

1 月 19 日  第 5回組織強化対策推進部会 WEB 

1 月 24 日  企業打合せ 六本木 

1 月 29 日 ◯ 訪問リハビリテーション振興財団 WEB 

1 月 30 日  業務執行理事会 WEB 

２月５日 ◯ 訪問リハビリ振興委員会 WEB 

２月９日 ◯ 訪問リハビリテーション振興財団 WEB 

２月 15 日  第 6 回組織強化対策推進部会 WEB 

2 月 20 日  業務執行理事会 WEB 

2 月 20 日  DX 及び AI 推進検討部会 WEB 

3 月 2 日  理事会、理事懇談会 六本木 

3 月 7 日  厚生労働省 打合せ 六本木 

3 月 18 日  DX及びAI推進検討部会 WEB 

3 月 26 日  業務執行理事会 WEB 

 
 
 

所感 

 
デジタル庁の表敬訪問において、DX 推進等について今後の要望活動等に係る意見

交換を行った。マイナンバー制度の活用などを通じて理学療法士免許を取得した

就業状況を把握する仕組みについて、また、リハビリテーションにおける DX 推進

について、医療介護 DX（全国医療情報プラットフォーム）にリハビリテーション

の分野を明記することについて意見交換を行った。今後も継続的に意見交換を行

いリハビリテーション関連分野の DX を推進する。 
 
DX及び AI推進検討部会にて、社会の時代情勢の変化に応じ、DX及び AIの推進を

もって理学療法士に関連する課題の解決、また、理学療法及び理学療法士の価値の

最大化やイノベーションを目指し、現在の課題を整理し、DX及び AIに期待される

取り組みを検討している。これらの取り組みの検討にあたり第 3 のプラットフォ



                                  

ーム（クラウド、モビリティ、ビッグデータ/アナリティクス、ソーシャル技術）

を利用し新たな価値を創造するデジタルフォーメン、また、その前段のステップと

なるデジタイゼーション（デジタル化）やデジタライゼーション（フロープレセス

のデジタル化）のステップごとに検討することが重要と位置づけて具体的な取り

組みを検討し、中間報告書を作成した。 

今後は、理事等との意見調整を図り具体的に推進するためのロードマップにつ

いて検討を進め、本会における DX 及び AI の推進のあり方について提言を取りま

とめていく。 

 

報告日 令和 6 年 5 月 17 日 
※「他団体」に○がついている項目は、本会役員として他団体に関与しているものです。 


